
令和７年 第７回森町教育委員会会議録 

日  時：令和７年７月３１日（木）１０：００～ 

場  所：森町福祉センター（森町公民館） １階 大会議室 

出席委員：毛利教育長・三輪委員・長瀬委員・吉川委員・古川委員 

出 席 者：坂田学校教育課長 

     藤嶋学校教育課参事 

     萩森学校教育課参事 

     須藤社会教育課長（兼）森町公民館長（兼）図書館長 

     吉田学校教育課学校教育係長 

     西川学校教育課総務係長（兼）森高支援係長 

      

署名委員：吉川委員・古川委員 

報告事項：報告第１号 人事異動等について 

     報告第２号 森町職員の懲戒処分について 

協議事項：議案第１号 工事請負契約の締結について 

（鷲ノ木遺跡（当初指定地区他）整備工事） 

 

（毛利教育長） 

皆さんおはようございます。令和７年第７回森町教育委員会を開催します。会議に先立ち

まして、会議録署名委員の指名を行ないます。本日の会議録署名委員に吉川委員と古川委員

を指名します。よろしくお願いします。 

最初に資料１ページ、教育長の主な行政報告ということで、ボリュームがありますので、

何点かだけ触れます。まず６月７日、その一週間前の森小学校の運動会に続きまして、さわ

ら小学校、鷲ノ木小学校の運動会がございました。皆さんにはご出席いただき、ありがとう

ございました。その後に見ていったときに、「森高」という名前がぽつぽつ出てくるのがわ

かるかと思います。高校の行事だとか、どんどん外に開くような状態になっていまして、学

校祭もありましたし、昨日は、津波警報発令中だったんですけれども、学校の説明会と野球

部の体験会ということで、大変今までにない盛況ぶりだったという風に聞いております。そ

れから７月１６日・１７日については、「北海道町村教育委員研修会」が札幌でありまして、

皆さんにご参加いただきました。暑い中ありがとうございました。先ほどの話題に戻りまし

て、森高についてはこの後また９月に野球体験会を予定しているようで、非常に現管理職も

町の方針、学校の方針というものを一致させながら、森高校をどうやって振興していくかと

いうことで、今動き始めているところと考えております。７月１４日三段目「市町村教育長

会議（オンライン）」は全国のがありましてこれは何かと言うと、給特法と言って、教員の

給与に時間外が付けられない代わりに特別な手当てを付けるものなんですが、そのことに

ついて改正がありまして、いよいよそのことによって、教員の手当を少しずつ今上げていく



んですけれども、伴って当然、時間外が伴う考え方になるので、教員の方も月３０時間以内

に時間外を抑えなさいというようなことが暗に含まれていまして、今後学校の先生たちの

時間の管理というか、その辺も今までになくしっかりとしていかなければならないという

風に感じているところです。具体的に何か出てきましたら、皆さんにもお伝えしようと思い

ます。私の行政報告は以上です。何か取り上げてほしい内容がありましたらお願いします。

よろしいでしょうか。 

 

（教育委員一同「はい」の声） 

 

（毛利教育長） 

 それでは報告事項に入りますが、報告第１号「人事異動等について」、報告第２号「森町

職員の懲戒処分について」は秘密会といたします。 

 

以下、秘密会のため、議事録は公開いたしません 

 

（毛利教育長） 

 引き続きまして協議事項に入ります。議案第１号「工事請負契約の締結について（鷲ノ木

遺跡（当初指定地区他）整備工事）」です。 

 

（須藤社会教育課長（兼）森町公民館長（兼）図書館長） 

 はい、議案第１号についてご説明いたします。６ページをお開き願います。鷲ノ木遺跡（当

初指定地区他）整備工事）工事請負契約の締結について、議会の議決を必要とするので、各

議案を提出することについて議決を求めるものです。次の７ページをご覧ください。議会に

上程する議案を添付しております。契約の目的は鷲ノ木遺跡（当初指定地区他）整備工事、

契約の方法は随意契約、契約の金額は１００，１００千円、契約の相手方は北海道茅部郡森

町字上台町１番地、星組渡辺・永昇 特定建設工事共同企業体、代表者は星組渡辺土建株式

会社、代表取締役 渡辺 洋司です。資料については８ページに添付しております。説明は以

上となります。 

 

（毛利教育長） 

 はい、今回は事前に資料を渡すことが出来ませんでしたので、今８ページの方までご覧い

ただいて、何か確認・質問等あればよろしくお願いします。こちらについては以前触れた件

でございまして、総合・技術的に修正を図りまして、この後議会にかけるというものです。

いよいよ工事を始めて公開に向けた整備に入っていきたいと思いますので、よろしくお願

いします。よろしいでしょうか。 

 



（教育委員一同「はい」の声） 

 

（毛利教育長） 

 はい、それでは協議事項を終了しまして、その他事項皆さんからございましたらお願いし

ます。 

 

（坂田学校教育課長） 

 はい。 

 

（毛利教育長） 

 はい、お願いします。 

 

（坂田学校教育課長） 

 はい、「森中学校長寿命化改修工事期間における生徒の教育活動場所について」ご説明い

たします。別添資料１ページをお開き願います。 

まず、１の森中学校長寿命化改修工事の概要につきまして、すでに説明させていただいて

おりますので、説明を省略させていただきますが、今年度、基本設計業務を実施していると

ころです。次に２の森中学校長寿命化改修工事期間における生徒の教育活動場所について

ですが、今年度、森中学校長寿命化改修工事の基本設計の見直しを行うにあたり、改修工事

期間の教育活動場所が、生徒の安全面や工期などに大きく影響するため、予め説明させてい

ただきたいと思います。まず、結論から申し上げますと、改修工事の期間中は、森高等学校

を間借りし教育活動を行いたいと考えております。森高等学校を間借りし教育活動を行う

理由としましては、①森中学校の敷地内に仮設校舎を建設し、居ながら工事の場合、安全対

策を講じても生徒が工事現場や車両に接近することは避けられないため、森高校を利用す

ることで生徒の安全が図られる。②工事現場から離れることで騒音や振動の影響を受けな

い。③プレハブの仮設校舎を利用するよりも学習環境が整っている。④居ながら工事の場合、

体育授業時に町民体育館等を使用することになり、移動時間により授業に制約が出るが、森

高校を利用することで課題が解消される。⑤居ながら工事では、工事の進捗状況により、多

くの引越作業が出てくるが、森高校を利用することで引越する回数が少なくなる。⑥学校活

動と工事の調整がなくなり、施工の制限が不要となるため、工期が短縮され、森中学校での

学校生活を早期に再開できる。ということでございます。 

 次ページをお開き願います。関係機関との協議経過でございます。令和６年１２月５日に

改修工事期間の生徒の教育活動や安全面を考慮し、森高校敷地内に仮設校舎を建設させて

いただき体育館や理科室等の特別教室を共用させていただけないか相談したところ、森高

校から森中学校と森高校のフロアを分けることで、仮設校舎を建てなくても森高等学校校

舎を共用していけるのではないかというありがたい提案を受けました。これを受けて、１２



月２０日に渡島教育局へ森中学校の改修工事と森高校を仮設校舎利用することについて概

要説明を行いました。令和７年１月１０日及び１月１５日に森中学校及び森高校の管理職

等に森高校を仮設校舎利用することについて概要説明を行っております。１月１７日及び

４月３０日には、渡島教育局、森高校、町教育委員会の３者で、森高校を仮設校舎利用する

ことについて、協議を行っております。５月１６日には、北海道教育委員会関係部署を訪問

し、協議を行いました。この結果、７月１日に北海道教育庁から渡島教育局を通して森高校

を仮設校舎として利用することを許可する旨連絡をいただきました。今後、夏休み明けから

森高校・森中学校・森町教育委員会の各担当者による調整会議を随時開催し、学校運営や教

育活動について課題の洗い出しや対応策について協議する予定となっております。また、関

係する児童生徒の保護者（森高校・森中学校・森小学校・鷲ノ木小学校）に対し、森中学校

の長寿命化改修工事の期間中、森高等学校の一部をお借りし、教育活動を行う旨、お知らせ

したいと考えております。なお、今年度行っている基本設計の中で、ある程度の工事期間等

が示されますので、基本設計の内容等も含めて、教育委員の皆さまや保護者に対し、改めて

説明したいと考えております。説明は以上です。 

 

（毛利教育長） 

 はい、という方向で進みたいということで皆さんに出来れはご意見があればお話しして

いただきたいと思います。 

 

（三輪委員） 

 良いと思います。将来、森高校にも森中学校にもとてもメリットが多いでしょう。だから

こういう機会で、こういう同じエリアで、色々な意味で良い方向に持っていけるんじゃない

かと思います。森幼稚園が森小学校に入ったことによる効果もありましたし、少子化だから

と言ってマイナスなことばかりじゃなく、こういう部分で色々なことが出来るということ

だから、私は良いと思います。 

 

（長瀬委員） 

 これで経費もコストも削減出来るでしょうし、多少なりとも交流も出来るでしょうし。良

いと思います。 

 

（毛利教育長） 

 まずは道教委、そして森高校の管理職、この辺が非常に協力的に今回話を進めていただい

たというそれがベースにあって、こういう案に辿り着いているところです。三輪委員からも

長瀬委員からも意見が出ましたとおり、色々な効果もきっと副産物として出てくるんでは

ないかと期待を持っているところです。よろしいでしょうか。 

 



（教育委員一同「はい」の声） 

 

（毛利教育長） 

 はい、これは議員の全員協議会の場で同様の説明をして、議員の理解も諮ったうえで、進

めていきたいと思っております。よろしいでしょうか。 

 

（教育委員一同「はい」の声） 

 

（毛利教育長） 

 その他事項、他ございますか。なければ令和７年第７回森町教育委員会をこれにて閉会し

ます。ありがとうございました。 

 

 

 


